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   "Panamine D2" was administered at the dosage of around 500 ml daily to 10 patients who 
were undergone urological operations. Results of laboratory examinations done after its use 
for 1 week were compared to that obtained before the administration. 
   1) Use of the drug resulted in an increase of total serum protein level, an improvement 
of A-G ratio and increases of red blood cell count and hemoglobin content. 
   2) No harmful effect was observed on renal functions. 
   3) Favorable effects were seen on inprovement of general condition and cure of the 
operated wound. 
   4) No noticeable side effect possibly due to "Panamine  D2" was encountered.
1は じ め に
近年 各分 野におけ る手術 的療法 の進歩は著 し
く,そ の適応 は ます ます拡大 され,安 全性 も次
第 に増 加 してい るが,こ れ ら手術成績 の向上 に
麻酔,輸 血,輸 液 の進歩 が大 いに貢献 している
ことはい うまで もない.し か し,泌 尿器科領域
におけ る手術患者 には,腎 機能不全者,高 令者
が多 く,特 に術前,術 後 の適正 な輸液,電 解質
のバ ランスの保持 につ とめなければ な らない.
と ころが最近,輸 血 に関 して血清肝炎 の発生,
そ の他種 々の問題が指摘 され,こ れ に代わ る も
の として代用血漿の使用が多 く行 なわれ る よう
になった.
代 用血 漿には種 々の製剤が あるが,Plasma
ExpanderとしてClinicalDextranの優秀 性
が立証 され1L手 術時,術 後に喪失 す る循環血
液 の代用 として広 く用い られてい る.こ の際,
ClinicalDextranだけでは蛋 白窒 素を補給で き
ないが,ア ミノ酸補液 を併 用すれば蛋 白補給源
として充分役立つ はず であ る2}3}.この 考 え に
従 ってClinicalDextranに必須 ア ミノ酸 を配
合 した製剤が多 く造 られ てお り,私 どももこの
種 の製剤で あるパンア ミンDの 使 用経 験を報 告
した41
しか しそ の後,体 外循環 を必要 とす る手術 の
増加 とともに,ClinicalDextranには赤血球凝
集作用 のある ことが一部 で問 題 とされ,泌 尿器
科領域において も人工腎臓 の使用 な ど,体 外循
環を必要 とす る処置 の増加に ともない,こ の種
の問題が注 目されてい る.ま たClinicalDext-
ranは網内系 をはじめ,腎 に対 して もかな りの




のDextranを使用 すれば,血 液凝集 作用を防
止 でき ることが判明 し,低 分子Dextranは尿
中への排泄 も早 く6).組織 内への蓄積現象 は少
ない ことがわか ったη.し た が っ て 低 分 子
Dextranは腎機能不全 患者 の多 い,泌 尿 器科
領域に おけ る使 用に適す る もの と考 え られ る。
私 ど もは今 回大塚製 薬 か ら,こ の 低 分 子
Dextranに必須 ア ミ ノ酸 を加 えたパンア ミンD2
の提供 を受けた ので,そ の使用経験 を簡単 に報
告 す る.





皿 観 察 事 項
パンァミンD2使 用前および使用1週 間後における
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5)腎 機能=腎機能はPSP30分 値に よったが,
手術前かな り腎機能低下例がみられ,最 低14%とい う
例もあ り,平均値は34,9%であった.パ ソァミソD2
使用後1～2週 間後のPSP30分 値は,5例 におい
てわずか低下していたが,こ れは2～3%の 間の変動
であ り,とくにパンア ミンD2に よる影響とは考えら
れなかった.
6)NPN=使用前の平均値は32.8mg/d1とやや高








良になった2例 は,前立腺癌,お よび膀胱癌のかな り
高度に進展していた症例であり,パンア ミンD2使 用
によるものとは考えられない.
























4)木 村 ら:泌 尿 紀 要,11:73、1965.
5)小 島 ら=最 新 医 学,20:453,1965.
6)Gelin,L・E・etal.:ActaChir.Scand.,
122:309,1961.
7)萱 場,白 岩=パ ソ ア ミソD2文 献 集(第1集)
1966.
(1966年9月17日 受 付)
私どもは泌尿器科手術患者10名を対象 とし,
